
木
造
軸
組
構
法
を
理
解
し
、

合
理
的
な
構
造
設
計
を
行
う
た
め
の

「
伏
図
」の
チ
ェッ
ク
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

構
造
設
計
者
の
責
任
が
厳
格
化

「
伏
図
の
チ
ェ
ッ
ク
」が
必
要

　

構
造
計
算
書
偽
造
事
件
以
降
、建
築
基
準
法
、建
築
士

法
な
ど
の
改
正
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、役
所
や

確
認
検
査
機
関
、構
造
設
計
者
、管
理
建
築
士
な
ど
の
責
任

が
明
確
化
さ
れ
た
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、建
築
基
準
法
令
で
は
、四
号
建
築
物（
建
築
基

準
法
第
６
条
第
１
項
第
四
号
に
該
当
す
る
建
築
物
）に
は

構
造
計
算
を
義
務
付
け
て
お
ら
ず
、申
請
に
は
伏
図
も
必

要
な
い
た
め
、責
任
が
不
明
確
な
ま
ま
で
す
。一
方
で
、住
宅

供
給
者
は
品
確
法（
※１
）に
よ
り
、構
造
に
関
す
る
瑕
疵
を

10
年
間
担
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

四
号
建
築
物
に
構
造
設
計
事
務
所
が
関
わ
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
は
稀
で
、一
般
的
に
は
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場（
木
材
を
加
工
す

る
業
者
）が
伏
図（
＝
構
造
図
）を
書
い
て
い
ま
す
。し
か
し
、

多
く
の
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
は
、木
材
の
専
門
家
で
は
あ
っ
て

も
、建
築
構
造
設
計
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。建
築
士

事
務
所
登
録
を
行
っ
て
い
な
い
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
も
少
な
く

な
く
、構
造
設
計
の
責
任
を
負
え
ま
せ
ん
。建
築
士
法
の
観

点
か
ら
も
、設
計
責
任
は
建
築
士
が
負
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
は
、プ
レ
カ
ッ
ト
図
の
加
工
承
認
を
求
め
て

き
ま
す
。建
築
士
は
今
後
、設
計
承
認
で
も
あ
る
と
認
識

し
、構
造
の
チ
ェッ
ク
も
行
う
べ
き
だ
と
言
え
ま
す
。

木
造
軸
組
構
法
の
構
造
の
基
本

鉛
直
荷
重
と
水
平
荷
重
の
流
れ

　

ま
ず
、木
造
軸
組
構
法
の
構
造
の
概
要
に
つ
い
て
再
確
認

し
ま
す
。建
物
に
作
用
す
る
力
に
は
、鉛
直
荷
重
と
水
平
荷

重
が
あ
り
ま
す
が
、木
造
軸
組
構
法
の
場
合
、鉛
直
荷
重
を

負
担
す
る
部
材
と
水
平
荷
重
を
負
担
す
る
部
材
は
、別
々
で

す
。鉛
直
荷
重
は
、柱
や
梁
な
ど
の
軸
材
が
負
担
し
、水
平
荷

重
は
床
や
壁
な
ど
面
を
構
成
す
る
部
材
が
負
担
し
ま
す
。

　

木
造
軸
組
構
法
は「
規
模
の
割
に
構
造
部
材
数
が
多
い
」

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。そ
の
代
わ
り
一つ
ひ
と
つ
の
部
材

の
耐
力
は
小
さ
い
た
め
、一つ
の
部
材
に
荷
重
を
集
中
さ
せ
過

ぎ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。こ
れ
は
、柱
や
梁
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
く
、耐
力
壁
で
も
同
様
で
す
。ま
た
、荷
重
の
伝
達

経
路
を
単
純
か
つ
短
く
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。例
え
ば

鉛
直
荷
重
の
場
合
、２
階
柱
が
受
け
た
屋
根
重
量
は
、２
階

床
梁
を
通
っ
て
１
階
柱
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、２
階

柱
の
真
下
に
１
階
柱
が
あ
れ
ば
、屋
根
重
量
は
２
階
柱
か
ら

直
接
１
階
柱
に
伝
達
さ
れ
、梁
に
は
余
計
な
荷
重
が
か
か

り
ま
せ
ん
。

合
理
的
な
構
造
設
計
に
欠
か
せ
な
い

壁
・
柱
直
下
率
チ
ェ
ッ
ク
図

　

こ
こ
か
ら
は
、合
理
的
な
構
造
設
計
を
行
う
た
め
の
準
備

作
業
を
紹
介
し
ま
す
。自
分
で
伏
図
を
書
か
ず
、プ
レ
カ
ッ

ト
図
の
チ
ェッ
ク
の
み
を
行
う
際
に
も
、こ
の
準
備
作
業
を
行

う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

ま
ず「
壁・柱
直
下
率
チ
ェッ
ク
図
」（
※2
）（
以
後「
チ
ェッ
ク

図
」）を
書
き
ま
す
。

　

こ
の
チ
ェッ
ク
図
で
は
、壁
や
柱
が
上
下
階
で
一
致
し
て
い

る
個
所
、一
致
し
て
な
い
個
所
が
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く

表
現
さ
れ
ま
す
。

　

１
階
チ
ェッ
ク
図
を
見
る
と
、赤
い
マ
ー
カ
ー
線
や
赤
○
が

集
中
し
て
い
る
個
所
は
、上
か
ら
荷
重
が
流
れ
て
き
ま
す

が
、１
階
に
は
そ
れ
を
受
け
る
部
材
が
な
い
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。２
階
の
チ
ェッ
ク
図
を
見
る
と
、青
○
柱
は
そ
の
真
下

に
1
階
柱
が
あ
る
の
で
、小
屋
の
荷
重
は
そ
の
ま
ま
土
台
に

流
れ
ま
す
。逆
に
青
○
が
付
い
て
い
な
い
柱
に
荷
重
を
か
け

る
と
、２
階
床
梁
に
そ
の
荷
重
が
流
れ
、梁
に
負
担
が
か
か

り
ま
す
。

構
造
ブ
ロ
ッ
ク
の
六
面
体
を
構
成
す
る

柱
・
梁
・
床
・
壁
な
ど
が
重
要
部
材

　

次
に
チ
ェッ
ク
図
を
参
考
に
構
造
ブ
ロ
ッ
ク
区
画
を
計
画

し
ま
す
。こ
の
構
造
ブ
ロッ
ク
区
画
が
適
切
で
あ
れ
ば
、伏
図

も
良
い
も
の
に
な
り
ま
す
。構
造
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
、構
造
上
重

要
な
部
材
で
構
成
さ
れ
る
構
造
単
位
で
す
。こ
の
構
造
ブ

ロ
ッ
ク
上
面
の
鉛
直
荷
重（
床
や
屋
根
の
重
量
等
）は
、床
梁

や
小
屋
梁
か
ら
構
造
ブ
ロ
ッ
ク
上
面
四
辺
の
梁
に
伝
達
さ

れ
、壁
四
面
に
立
っ
て
い
る
柱
に
流
れ
、下
階
ま
た
は
基
礎
に

伝
達
さ
れ
ま
す
。水
平
荷
重
は
、ブ
ロ
ッ
ク
の
上
面
に
作
用

し
、四
面
の
壁（
耐
力
壁
）に
流
れ
、下
階
ま
た
は
基
礎
に
伝

達
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
構
造
ブ
ロ
ッ
ク
の
六
面
体
を
構
成
し
て
い
る

柱・梁・床・壁
な
ど
が
構
造
上
重
要
な
部
材
で
あ
り
、他
の

部
材
と
区
別
す
る
こ
と
が
、合
理
的
な
構
造
を
設
計
す
る

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

次
回
は
、こ
の
チ
ェッ
ク
図
及
び
構
造
ブ
ロ
ッ
ク
区
画
を
活
用

し
た
伏
図
の
チ
ェッ
ク
方
法
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

※１　住宅の品質確保の促進等に関する法律
※２　「壁・柱直下率チェック図」及び、構造伏図の書き方についての

詳細は『安全な構造の伏図の描き方』 
著：ＮＰＯ法人木の建築フォラム 木割術研究会 参照
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住
宅
設
計
の
た
め
の
伏
図
チ
ェ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル
1

連
載

現
在
、建
築
基
準
法
で
は
、四
号
建
築
物
に
は
構
造
に
関
す
る
審
査
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。（
以
後
四
号
特
例
）し
か
し
、四
号
特
例
が
適
応

さ
れ
た
住
宅
に
お
い
て
、住
宅
の
構
造
強
度
不
足
が
発
生
す
る
問
題
が
起

こ
り
、国
で
は
四
号
特
例
の
見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。本
来
、構
造
設

計
の
責
任
は
建
築
士
に
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
の
構
造
チ
ェッ
ク
に
必
要

と
な
っ
て
く
る
の
が
、「
伏
図
」で
す
。本
誌
で
は
３
回
に
分
け
て
、木
造
軸

組
構
法
の
伏
図
の
チ
ェッ
ク
方
法
と
そ
の
解
説
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

壁・柱直下率チェック図

■ 構造設計のフロー ■ 鉛直荷重と水平荷重に抵抗する部材■ 構造ブロックに流れる鉛直荷重伝達のイメージ

■ 構造ブロックに流れる水平荷重伝達のイメージ

壁・柱直下率チェック図を作成し、上下階のノリを確認。

チェック図を見ながら、
各階の構造ブロック区画を計画する。

構造ブロック区画

構造ブロック区間上を優先しながら耐力壁を配置し、
壁量（軸組量）計算、壁バランスチェックを行う。

耐力壁配置計画

軸組図を書きながら、伏図をチェックする。
軸組図

２階母屋伏図、２階小屋伏図

1階母屋伏図、2階床伏図兼1階小屋伏図

1階伏図

基礎伏図

1

2

3

4

5

構造伏図を書く。荷重の流れを意識しながら、
上から書いていくのがコツ。

この連載では、構造設計の手順は解説しません。
1、2のみ解説します。
4については、『安全な構造の伏図の描き方』（※２）をご参照ください。

「住宅設計のための伏図チェックマニュアル」は
住まいと暮らしの総合サイト「すむすむ」にも連載しています。
http://www.sumu2.com/hearing/fusezu/

鉛直荷重に抵抗する部材
水平荷重に抵抗する部材

垂木を受けて屋根を
支える水平材

屋根を支える傾斜した材

柱の下を拘束し、
建物の重みを基礎に伝える材

階ごとに切れている柱

床や壁を支える水平材

1階の根太を受ける材

床板を支える水平材

管柱（くだばしら）

■ 壁・柱直下率チェック図
1階チェック図
上からの荷重をどう分担させて下に流すかを
十分に配慮して2階伏図を書く。

主に2階小屋伏図を書く時に参照。
小屋の荷重はなるべく青○柱に流れるように青○を狙って小屋梁を架ける。

棟を支える水平材。母屋の頂部

2つ以上の階を貫く柱

青マーカー線
１階に間仕切があり、2階にはない

赤○
２階柱があり、1階には柱がない

青○
１階にも柱がある２階柱

赤マーカー線
2階に間仕切があり、１階にはない

赤○青塗りつぶし
1、2階共に柱がある

鉛直荷重は上面４辺の
梁に伝達。壁4面の柱に
流れ、下階または基礎に
伝わる。

構造ブロック上面の水平
構面に水平荷重が加わ
り、水平構面を伝って側
面の壁に流れる。

柱

壁

床・小屋組（水平構面）

横架材

構造ブロック

構造ブロック

2階チェック図

紫の線
1、2階の間仕切が揃っている

筋かい耐力壁

面材張り耐力壁

屋根面

床構面

垂木（たるき）

母屋（もや）

火打構面

棟木（むなぎ）

大引（おおびき）

根太（ねだ）

通し柱（とおしばしら）

梁

土台（どだい）

監修：株式会社アルファフォーラム


